
  

 生 徒 心 得  

 

 五十崎中学校の校則である生徒心得は、生徒が学校生活を円滑に営むとともに、社会人

としてのマナーやルールを学ぶために定めたものです。生徒が目指すべき目標、生徒とし

ての行動規範（生徒としてしなければいけないこと、してはいけないこと）などが、主な

内容です。人として成長するために、生徒心得の意義をしっかりと理解し、日々の実践に

生かしていきましょう 

 

生活目標  【当たり前のことは当たり前にしよう！】 

 
 〔あいさつ〕 

    ○ 自分から進んで気持ちのよいあいさつをしよう。 

 〔言葉遣い〕 

   ○ 相手や目的に応じた正しい言葉遣いをしよう。 

 〔身 な り〕 

   ○ 中学生らしい清潔で活動的な身なりをしよう。 

 〔おもいやり〕 

   ○ 相手への思いやりをもった言葉遣いや行動をしよう。 

 〔公 共 心〕 

   ○ 物を大切にする心やボランティア精神を身に付けよう。 
  

学校生活  【みんなで助け合い、学び合う学習の場にしよう！】 

 

１ 安全な登下校 

(1) 始業 10 分前には登校しよう。 

(2) 登下校は定められた通学路を通行し、特に交通安全を心掛けよう。 

(3) 日課を終えたら、直ちに下校しよう。 

 

２ 真剣な学習 

(1) 学習の準備を確実にし、意欲をもって学習しよう。 

(2) 授業中、心身の異常や用件のあるときは必ず先生に言うようにしよう。 

(3) 学習や活動に適した服装をしよう。 

(4) 更衣は、決められた場所で敏速にしよう。 

 

３ 所持品 

(1) 所持品には必ず記名をし、大切にしよう。 

(2) 学校生活に不要なものは、持ってこないようにしよう。 

 

４ 楽しい給食 

(1) 給食の当番および準備中の行動は、「給食のきまり」を守ろう。 

(2) 感謝の気持ちをもって、楽しく食べよう。 

(3) 食後は後片付けを確実にし、歯をきちんと磨こう。 



５ 気持ちのよい学校 

(1) 校舎・学校の用具など、すべてのものを大切にしよう。 

(2) 使用後は責任をもって整理整頓をしよう。 

(3) 清掃は、みんなで協力し、時間いっぱいまでしよう。 

(4) 自ら進んで学校をきれいにする気持ちを育てよう。 

６ 健康な心身 

(1) 快適な環境づくりに心掛け、事故の防止に努めよう。 

(2) 身体を清潔に保ち、身だしなみに気を付けよう。 

 

７ 有意義な部活動 

(1) 礼儀をわきまえ、心身を鍛え、仲間と協力して楽しく活動しよう。 

(2) 部の約束を守り、目標をもって努力しよう。 

 

 

校外生活  【事故を防止して、明るく楽しい生活をしよう！】 

 

１ 家族の一員として、自分の役割を果たし、楽しく生活をしよう。 

 

２ 夜間の外出は、保護者と一緒にするようにしよう。 

 

３ 交通規則を守り、自ら命を大切にしよう。 

 

４ 危険な道具を使ったり、危険な場所で遊んだりするのはやめよう。 

 

５ 水泳のきまりを守り、安全に楽しく泳ごう。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 


